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（成果情報名）サイレージ用トウモロコシの品種比較 

［要約］県奨励品種改訂のため、市販品種を中心に飼料用トウモロコシの品種比較試験を行っ

た。RM110以下の品種ではLG3520、RM111～120の品種ではKD670、RM121以上の品種ではSH3

817が多収であり、倒伏や病害の発生も少なく良好な成績を示した。 

（実施機関・部名）農業技術センター畜産技術所         連絡先 046-238-4056 

［背景・ねらい］ 

 県奨励品種改訂の基礎資料とするため、市販されている品種を中心に飼料用トウモロコシの品

種比較試験を行う。 

［成果の内容・特徴］ 

1 飼料用トウモロコシ 21 品種（表 1）を 5月 17 日に播種して 8月 16 日～9月 6日に黄熟期で

収穫した。供試品種は、相対熟度（RM）により 110 以下、111～120、121 以上の 3グループに

分け、それぞれのグループ内で生産性等について比較した。 

2 倒伏の発生は認められなかった（表 2）。 

3 病害は根腐病が発生し、その平均値は 1.6％で、ゆめそだちでは 17.8％と多く発生が認

められた（表 2）。 

4 TDN 収量の平均値は 126.0kg/a で、RM110 以下の品種では LG3520 が 128.4kg/a、RM111～1

20 の品種では KD670 が 144.1kg/a、RM121 以上の品種では SH3817 が 140.3kg と多かった 

（表 3）。 

5 以上のことから、RM110 以下の品種では LG3520、RM111～120 の品種では KD670、RM121 以

上の品種では SH3817 が多収であり、倒伏や病害の発生も比較的少なく良好な成績を示し

た。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

1 試験期間中の気象条件は、平均気温は平年より高く、積算日照時間は平年より多く、積算降

水量は平年より少なかった。雨、風による被害の発生は無かった。 

［具体的データ］ 
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